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イ
ン
ド
で
日

本
企
業
が
労
使

紛
争
に
困
惑
し

て
い
る
。
も
と

も
と
「
労
使
の
利
害
は
相
反

す
る
も
の
で
は
な
い
。
事
業

組
織
が
潰
れ
れ
ば
両
者
共
倒

れ
だ
」
と
い
う
思
想
で
日
本

は
労
組
を
潰
し
て
経
済
戦
争

を
戦
っ
て
き
た
。

　

暴
動
に
ま
で
高
ま
っ
た
争

議
紛
争
の
対
策
に
、
労
使
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
と
、
企
業
は
イ
ン
ド
人

の
中
間
管
理
職
に
日
本
語
教

育
を
強
化
し
て
い
る
。
同
じ

管
理
職
の
日
本
人
は
義
務
教

育
か
ら
英
語
教
育
を
受
け
て

い
る
の
に
、
日
本
人
の
英
語

力
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
考

え
は
な
い
。

　

争
議
は
労
働
条
件
と
生
産

性
の
狭
間
に
あ
る
が
、
日
本

語
教
育
は
そ
の
二
者
―
双
方

へ
の
負
担
強
化
で
あ
る
と
は

誰
も
考
え
な
い
短
絡
さ
で
あ

る
。

　

失
業
の
脅
し
を
か
け
ら
れ

て
初
め
て
の
外
国
語
を
習
わ

さ
れ
る
人
が
誰
も
好
奇
心
や

向
学
心
に
あ
ふ
れ
て
喜
ん
で

い
る
訳
で
は
な
い
。
少
し
で

も
自
分
の
自
由
な
時
間
を
奪

わ
れ
る
の
が
嫌
な
人
も
多
い

だ
ろ
う
。

　

日
本
国
内
で
も
工
場
閉
鎖

や
人
員
削
減
が
増
え
て
い

る
。生
産
性
が
単
一
価
値
か
。

賛成多数で承認、来春目途に
休業保障 募集再開へ休業保障 募集再開へ

辻惠議員（民主、右から３人目）

　

菅
前
首
相
が
国
会
で
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
」
発
言
を
し
た
後

の
昨
年
１
月
、
日
本
医
師
会

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
四
つ
の
懸

念
を
表
明
し
た
。
そ
の
一
番

目
が
「
混
合
診
療
の
全
面
解

禁
」
だ
っ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内

容
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い

段
階
で
こ
の
よ
う
な
反
応
を

し
た
の
は
、
１
９
８
０
年
代

の
日
米
構
造
協
議
に
始
ま

り
、
こ
れ
ま
で
何
年
に
も
わ

た
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本

に
対
し
て
様
々

な
要
求
を
医
療

分
野
に
お
い
て

突
き
付
け
て
き

た
経
過
が
あ
っ

た
か
ら
だ
。

　

小
泉
元
首
相
と
ブ
ッ
シ
ュ

元
大
統
領
の
間
で
01
年
に
始

ま
っ
た
日
米
投
資
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
に
よ
る
規
制
改
革
要
望

書
で
ア
メ
リ
カ
は
、「
包
括

的
な
医
療
改
革
に
関
す
る
首

相
の
審
議
会
を
設
け
、
外
国

企
業
を
含
む
す
べ
て
の
関
係

者
に
、
意
見
を
表
明
し
議
論

す
る
た
め
の
意
味
あ
る
機
会

を
与
え
る
」
よ
う
、
日
本
の

医
療
政
策
へ
の
米
企
業
の
参

画
を
要
求
し
て
き
た
。

　

06
年
の
日
米
投
資
イ
ニ
シ

心
を
表
明
し
た
」
と
書
か
れ

て
い
る
。

　

日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
姿
勢

が
明
確
に
な
っ
た
昨
年
３
月

時
点
の
外
国
貿
易
障
壁
報
告

書
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ

側
は
医
療
分
野
で
は
営
利
目

ア
チ
ブ
報
告
書
に
は
、
米
国

政
府
は
「
病
院
、
診
療
所
経

営
に
対
す
る
株
式
会
社
の
参

入
拡
大
を
可
能
と
す
る
よ
う

要
望
」
し
、「
い
わ
ゆ
る
混

合
診
療
の
導
入
に
つ
い
て
関

的
の
病
院
へ
の
外
国
企
業
参

入
を
求
め
て
い
る
。

　

一
貫
し
て
「
混
合
診
療
解

禁
」「
株
式
会
社
の
医
療
参

入
」
を
要
求
し
続
け
て
い
る

ア
メ
リ
カ
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
何

を
求
め
て
く
る
か
は
明
ら
か

だ
。
昨
年
11
月
15
日
の
予
算

委
員
会
で
、
山
本
一
太
議
員

の
質
問
に
野
田
首
相
が
以
下

の
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
答
弁

し
か
で
き
な
か
っ
た
の
は
当

然
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

会
員
の
声
と
共
同
行
動
が
力
に

消
費
増
税
法
の
廃
止
・
撤
回
を

協
会　

大
阪
選
出
議
員
に
要
請

下
井
戸
昭
介
共
済
部
長
の
話

保 

団 

連

臨
時
大
会

「
皆
保
険
死
守
」答
弁
で
き
ぬ
首
相

混
合
診
療
の
解
禁
迫
る
米
国

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

基基  
軸軸
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と

日日  
本本  
のの  
医医  

療療
❹❹

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー　

矢
吹
紀
人

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー　

矢
吹
紀
人

　

社
保
研
究
部
は
、「
明
日

は
我
が
身　

情
報
提
供
（
内

部
告
発
）
か
ら
生
活
保
護
立

入
調
査
ま
で
〜
日
常
の
カ
ル

テ
の
書
き
方
注
意
点
」
と
題

し
て
個
別
指
導
対
策
講
習
会

を
８
月
25
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
い
た
。

　

昨
今
の
国
や
橋
下
大
阪
市

政
の
西
成
区
の
生
活
保
護
バ

ッ
シ
ン
グ
、貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
、

週
刊
誌
に
よ
る
訪
問
診
療
の

不
正
請
求
報
道
な
ど
、
医
療

費
に
対
す
る
国
民
の
視
線
が

厳
し
く
な
っ
た
せ
い
か
、
１

０
４
人
の
参
加
者
で
会
場
は

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　

講
師
を
務
め
た
安
積
中
・

副
部
長
は
、
指
導
の
仕
組
み

か
ら
個
別
指
導
の
通
知
が
届

い
た
場
合
に
準
備
し
て
お
く

も
の
、
カ
ル
テ
記
載
の
仕

方
、
最
近
の
個
別
指
導
で
自

主
返
還
に
な
っ
た
項
目
、
個

別
指
導
時
の
弁
護
士
の
帯

同
、
録
音
の
必
要
性
、
行
政

手
続
法
第
32
条
・
35
条
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　

特
に
、
突
合
点
検
・
縦
覧

点
検
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
チ
ェ
ッ
ク
や
、
４
月
か
ら

始
ま
っ
た
算
定
日
記
載
に
よ

る
返
戻
な
ど
の
事
例
を
提
示

し
、
電
子
請
求
に
よ
る
審
査

の
厳
し
さ
を
指
摘
し
た
。

　

レ
セ
コ
ン
任
せ
に
せ
ず
、

患
者
ご
と
の
症
状
記
載
や
カ

ル
テ
チ
ェ
ッ
ク
の
習
慣
が
必

要
だ
と
強
調
し
た
。

 

（
住
之
江
区
・
吉
田
裕
志
）

指
導
対
策
講
習
会
開
く

社
保
研
究
部

返
戻
事
例
示
し
注
意
促
す

　

臨
時
大
会
に
は
、
協
会
の

小
澤
理
事
長
、
下
井
戸
・
吉

田
両
副
理
事
長
、
兵
頭
理
事

　

９
日
に
開
か
れ
た
保
団
連
第
45
回
臨
時
大
会
で
、
一
般

社
団
法
人
を
設
立
し
休
保
制
度
を
認
可
制
度
と
し
て
募
集

を
再
開
す
る
こ
と
な
ど
３
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
・
承

認
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
法
人
設
立
の
登
記
、
制
度

認
可
の
本
申
請
を
行
い
来
春
の
募
集
開
始
を
め
ざ
す
。
休

保
制
度
は
２
０
０
６
年
に
改
定
保
険
業
法
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
で
普
及
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
７
年
ぶ
り
に

募
集
再
開
の
見
通
し
が
立
っ
た
。

　

関
東
財
務
局
に
よ
る
予
備

審
査
が
７
月
末
に
無
事
終
了

し
、
臨
時
大
会
の
承
認
を
受

け
念
願
だ
っ
た
休
保
制
度
の

募
集
再
開
が
現
実
の
も
の
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
大
阪
で

は
、
06
年
か
ら
保
険
業
法
の

適
用
除
外
運
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
８
０
０
人
を
超
え
る

先
生
方
か
ら
約
２
万
筆
の
請

願
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
大
き
な
原
動
力
と
な

り
、
募
集
が
再
開
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
加

入
者
・
会
員
の
皆
様
に
は
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
保
険
医
新
聞
で
も
既

報
の
通
り
、
中
途
脱
退
給
付

金
の
削
減
規
定
の
廃
止
や
、

全
加
入
者
を
対
象
に
満
期
祝

金
額
を
確
定
さ
せ
、
認
可
制

度
へ
移
転
後
の
脱
退
時
に
給

付
す
る
な
ど
制
度
内
容
の
一

部
見
直
し
は
あ
り
ま
す
が
、

掛
け
金
や
加
入
口
数
、
休
業

時
の
給
付
金
は
こ
れ
ま
で
と

変
わ
り
ま
せ
ん
。
現
時
点
で

は
本
申
請
の
認
可
を
受
け
た

後
、
年
明
け
に
包
括
移
転
に

つ
い
て
決
議
し
、
全
国
紙
で

の
公
告
と
異
議
申
請
の
受
付

期
間
を
設
け
る
予
定
で
す
。

協
会
・
保
団
連
か
ら
加
入
者

個
別
に
も
通
知
い
た
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

が
大
会
代
表
と
し
て
出
席
し

た
。下
井
戸
副
理
事
長
は「
加

入
者
に
丁
寧
に
対
応
で
き
る

心
掛
け
た
い
」と
強
調
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
保
険
医
休

業
保
障
共
済
制
度
」
を
運
営

す
る
た
め
に
設
立
登
記
す
る

　

協
会
・
保
団
連
は
、
消
費

増
税
法
と
社
会
保
障
制
度
改

革
推
進
法
の
成
立
後
、
初
め

て
と
な
る
国
会
要
請
行
動
を

８
月
23
日
に
実
施
し
、
大
阪

選
出
議
員
に
両
法
の
廃
止
・

撤
回
を
訴
え
た
。
協
会
か
ら

下
井
戸
昭
介
副
理
事
長
、
古

田
光
行
監
事
、
永
田
悦
夫
顧

問
、森
啓
理
事
が
参
加
し
た
。

　

懇
談
し
た
辻
惠
衆
院
議
員

（
民
主
）
は
「
民
主
党
の
国

持
論
を
展
開
し
た
。

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
」
と
「
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
医
療
の
実
現
」
の
患
者

署
名
は
吉
井
英
勝
衆
院
議
員

（
共
産
）
に
託
し
た
。

　

国
会
内
集
会
で
は
、
住
江

憲
勇
保
団
連
会
長
が
あ
い
さ

つ
し
、「
消
費
増
税
法
の
撤

回
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
我

わ
れ
は
粘
り
強
い
運
動
で
保

険
業
法
改
正
を
勝
ち
取
っ
て

き
た
。
総
選
挙
が
近
づ
く
な

か
、
怒
り
の
声
を
結
集
し
大

き
な
流
れ
を
つ
く
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。（
次
号
に
要

請
議
員
一
覧
を
掲
載
）

会
運
営
に
は
目
が
余

る
。
総
理
を
変
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
主

張
。
そ
の
上
で
、「
マ

ス
コ
ミ
・
財
界
は
『
大

阪
維
新
の
会
』
を
持
ち

上
げ
て
い
る
が
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
・
原
発
推
進
な
ど
新

自
由
主
義
的
な
政
策
が

中
心
だ
。
国
民
目
線
の

政
治
が
必
要
だ
」
と
の

の
は
「
一
般
社
団
法
人
全
国

保
険
医
休
業
保
障
共
済
会
」

で
、
制
度
は
「
保
険
医
休
業

保
障
共
済
保
険
」
と
し
て
認

体
制
を
整
え
募
集
を
再
開
し

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
口
頭
発

言
。「
保
険
業
法
に
基
づ
く
制

度
に
な
っ
て
も
本
質
は
共
済

制
度
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
く
、
役
員
・
事
務
局
が

加
入
者
・
会
員
に
丁
寧
に
対

応
し
加
入
者
を
増
や
す
こ
と

が
欠
か
せ
な
い
。
関
係
法
令

に
つ
い
て
の
認
識
を
さ
ら
に

深
め
、
理
論
的
に
も
耐
え
う

る
募
集
業
務
と
制
度
運
営
を
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可
を
申
請
す
る
。
認
可
後
は

法
令
に
沿
っ
て
、
制
度
と
加

入
者
を
新
法
人
へ
包
括
移
転

す
る
手
続
き
を
進
め
る
。

山
本
議
員　

国
民
皆
保
険
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
は
死
守
す

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

野
田
首
相　

公
的
な
保
険
制

度
を
根
本
か
ら
変
え
て
い
く

よ
う
な
こ
と
を
や
る
わ
け
が

な
い
と
、
基
本
的
に
は
と
思

い
ま
す
。

山
本
議
員　

国
民
皆
保
険
は

あ
り
得
な
い
、
だ
け
ど
米
は

あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

野
田
首
相　

い
や
、
場
合
に

よ
っ
て
は
公
的
保
険
制
度
だ

っ
て
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
。
…
…

 

（
つ
づ
く
）

国会行動


